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予
算
総
額
は
１
４
１
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
６
億
円
の
減
、
率

に
し
て
４
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
蓮
田
市
・
白
岡
町
合
併
協
議
会

負
担
金
、人
権
尊
重
社
会
や
男
女
共
同
参
画
社
会
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
な
ど
。

　

民
生
費
で
は
、精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所（
か

も
め
作
業
所
）
の
建
て
替
え
、（
仮
称
）
馬
込
保

育
園
と
（
仮
称
）
蓮
田
南
第
二
学
童
保
育
所
の
建

設
、
中
央
学
童
保
育
所
の
建
て
替
え
な
ど
。

　

衛
生
費
で
は
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
を

拡
充
、
環
境
学
習
館
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

へ
移
行
な
ど
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
山
ノ
神
沼
周
辺
県
営
地

域
用
水
環
境
整
備
、
土
地
改
良
基
盤
整
備
事
業
な

市
長
提
出
議
案

議
案
第
25
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
予
算

△議案第25号
　　蓮田駅バリアフリー施設整備事業として、改札内に身障者対応

トイレ、自由通路西口と改札内上り線側にエレベーターを設置す
る予算を計上。

３ 月 定 例 会
会期 ２/25㊌ ▼　３/25㊌

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
ど
な

各
会
計
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
１
４
１
億
８
０
０
０
万
円

〈
前
年
度
比
４
・
１
％
減
〉

　

平
成
21
年
３
月
定
例
会
は
、
去
る
２
月
25
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
29

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
平
成
20
年
度
各
会

計
補
正
予
算
」「
平
成
21
年
度
各
会
計
当
初
予
算
」
な
ど
36
議
案
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
定
額
給
付
金
等
に
か
か
る

補
正
予
算
１
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
議
案
第
25
号
蓮
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
」
な
ど
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

な
お
、今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
１
件
は
、不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
1
号

　

蓮
田
市
教
育
委
員
会
委
員
に
渡
邉
和
男

氏
を
任
命
（
再
任
）
す
る
も
の
で
す
。

　

渡わ
た
な
べ

和か
ず

男お

氏
／
74
歳

　
　

住
所
＝
蓮
田
市
見
沼
町
４
番
32
号

議
案
第
2
号

　

蓮
田
市
教
育
委
員
会
委
員
に
鈴
木
正
臣

氏
を
任
命
（
再
任
）
す
る
も
の
で
す
。

　

鈴す
ず

木き

正ま
さ

臣お
み

氏
／
71
歳

　
　

住
所
＝
蓮
田
市
御
前
橋
２
丁
目
５
番

21
号

ど
。

　

商
工
費
で
は
、
商
店
街
に
対
す
る
補
助
金
交

付
、
多
重
債
務
者
対
策
と
し
て
相
談
業
務
を
実
施

な
ど
。

　

土
木
費
で
は
、
黒
浜
沼
周
辺
の
用
地
取
得
、
桜

台
市
有
地
の
防
災
型
広
場
と
し
て
の
整
備
、
生
活
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た
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
住
民
自
治
を

尊
重
す
る
べ
き
で
あ
り
、
住
民
自
治
の
点
か
ら
見

て
も
国
押
し
付
け
の
合
併
に
は
反
対
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
は
合
併
を
推
進
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
平
成
21
年
度
一
般
会
計

予
算
案
に
反
対
す
る
。

　

市
長
の
議
場
発
言
の
中
か
ら
は
、
パ
イ

プ
役
の
副
市
長
を
設
置
し
な
い
お
考
え
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
副
市
長
の
給
与
を
削

減
し
た
予
算
を
上
程
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
副
市
長
を
置
か
な
い
条
例
設
置
を
し
な
け
れ

ば
、
地
方
自
治
法
第
１
６
１
条
に
抵
触
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
行
政
実
例
で
も
「
副
知
事
又
は
助
役

（
現
行
法
で
は
副
市
町
村
長
）
を
置
か
な
い
場
合

は
、
必
ず
条
例
の
制
定
を
必
要
と
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
現
行
、
蓮
田
市
条
例
で
は
副
市
長
の
定

数
を
１
人
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
当
初
予
算
に
副
市
長
の
報
酬
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
副
市
長
を
置
か
な
い
こ
と

を
一
般
質
問
の
答
弁
で
明
ら
か
に
し
た
。
地
方
自

治
法
第
１
６
１
条
で
、「
都
道
府
県
に
は
副
知
事

を
、市
町
村
に
は
副
市
町
村
長
を
置
く
。た
だ
し
、

条
例
で
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
」と
あ
り
ま
す
。

市
長
就
任
か
ら
３
年
た
っ
た
今
、
副
市
長
を
設
置

す
る
か
不
設
置
で
い
い
の
か
、
首
長
・
議
会
お
互

い
に
市
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
者
で
議
論
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
条
例
提
案
と
と
も
に
予
算
減
額
し
、
蓮

田
市
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
議
論
を
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
議
案
第
25
号
に
反
対
す
る
。

道
路
整
備
の
た
め
の
調
査
費
、
産
業
集
積
ゾ
ー
ン

整
備
に
向
け
た
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
、
蓮
田

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
事
業
な
ど
。

　

消
防
費
で
は
、
火
元
調
査
や
負
傷
者
救
助
に
有

効
な
熱
画
像
直
視
装
置
の
購
入
、
携
帯
電
話
・
Ｉ

Ｐ
電
話
等
に
対
応
し
た
位
置
情
報
受
信
装
置
の
設

置
、
防
火
水
槽
整
備
事
業
・
消
火
栓
整
備
な
ど
。

　

教
育
費
で
は
、
平
野
小
学
校
給
食
棟
建
設
工
事

の
設
計
・
調
査
・
測
量
業
務
、
黒
浜
小
学
校
・
平

野
中
学
校
・
黒
浜
中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事

の
設
計
、
蓮
田
中
学
校
特
別
教
室
棟
建
設
工
事
、

郷
土
資
料
館
の
建
設
な
ど
。

※
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
３
月
25
日
の
本
会
議

で
議
員
か
ら
「
議
案
第
25
号
蓮
田
市
一
般
会
計
予

算
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
附
帯
決
議
に
つ
い
て

は
6
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

合
併
協
議
会
負
担
金
及
び
「
市
町
村
合

併
を
推
進
す
る
会
」
の
食
糧
費
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　

蓮
田
市
と
白
岡
町
が
合
併
し
て
も
財
政
的
な
厳

し
さ
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
間
、
合
併
し
た
市

町
の
住
民
か
ら
は
「
行
政
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ

　

非
常
勤
特
別
職
の
職
員
に
、
多
重
債
務
相
談
員

と
生
活
保
護
相
談
員
を
追
加
し
、
登
録
手
話
通
訳

者
の
報
酬
を
改
め
る
も
の
で
す
。

　
多
重
債
務
相
談
員
は
、多
重
債
務
者
に
対
す
る
早

期
解
決
、生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。生
活
保
護
相
談
員
は
、生
活
保
護
に
係
る

相
談
者
に
対
し
て
、き
め
細
や
か
な
援
助
の
実
施
及

び
援
助
体
制
の
整
備
強
化
を
図
る
た
め
に
設
置
す

る
も
の
で
す
。登
録
手
話
通
訳
者
の
報
酬
は
、県
内
の

他
市
町
の
状
況
及
び
従
事
時
間
を
勘
案
し
、日
額
８

０
０
０
円
を
４
０
０
０
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

多
重
債
務
相
談
員
を
週
１
日
の
割
合
で

採
用
す
る
こ
と
で
、今
ま
で
の
消
費
生
活
相
談
員
、

商
工
課
職
員
と
の
連
携
が
図
ら
れ
、
相
談
体
制
が

よ
り
充
実
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、
多
重
債

務
相
談
の
広
報
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

相
談
者
が
市
役
所
に
来
庁
し
た
と
き
の
相
談
室
が

必
要
で
あ
り
、
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
相
談
室
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
普
通
徴
収
に
係
る
保

合
併
推
進
の
予
算
計
上
に

反
対

反対討論

法
令
遵
守

反対討論

副
市
長
に
つ
い
て
議
論
を

反対討論

多
重
債
務
相
談
員
と

　
　

生
活
保
護
相
談
員
を
新
設

議
案
第
16
号　
蓮
田
市
の
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平成21年度各会計予算規模
▼議案第25号

会 計 名 平成21年度 平成20年度 増減額 増減率
一 般 会 計 14，180，000 14，780，000 △ 600，000 △ 4．1

▼議案第26号～34号

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 6，162，039 5，811，469 350，570 6．0
老 人 保 健 18，501 722，563 △ 704，062 △ 97．4
後期高齢者医療 537，916 553，170 △ 15，254 △ 2．8
介 護 保 険 2，742，825 2，762，278 △ 19，453 △ 0．7
下 水 道 事 業 1，281，354 1，935，929 △ 654，575 △ 33．8
農 業 集 落
排 水 事 業 162，424 159，897 2，527 1．6

馬込下蓮田土地
区 画 整 理 事 業 132，428 96，190 36，238 37．7

黒 浜 土 地 区 画
整 理 事 業 188，658 201，567 △ 12，909 △ 6．4

蓮 田 駅 西 口
第 一 種 市 街 地
再 開 発 事 業

696，300 405，199 291，101 71．8

▼議案第35号

公
営
企
業

水
道
事
業

収益的収入 1，216，811 1，226，719 △ 9，908 △ 0．8
収益的支出 1，198，393 1，220，636 △ 22，243 △ 1．8
資本的収入 113，050 99，635 13，415 13．5
資本的支出 547，843 335，408 212，435 63．3

（単位：千円、％）

多
重
債
務
相
談
員
の

設
置
で
、
相
談
の
充
実
を

賛成討論納
期
を
変
更

議
案
第
19
号　
蓮
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
伴
い
、
平
成
20
年
３
月
ま
で
の
月
遅
れ
の

診
療
分
の
支
払
い
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
医
療
諸
費

な
ど
で
す
。

　

予
算
総
額
は
５
億
３
７
９
１
万
６
０
０
０
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
１
５
２
５

万
４
０
０
０
円
の
減
、
率
に
し
て
２
・
８
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
金
及
び
事
務

険
料
の
第
６
期
納
期
に
つ
い
て
、
他
の
市
税
等
の

納
期
と
同
様
に
、「
12
月
31
日
ま
で
」
を
「
12
月

25
日
ま
で
」
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

保
険
料
率
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
が
平
成
20
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
を
受
け
、
保
険
料
区
分
の
第
４

段
階
に
お
い
て
、
公
的
年
金
収
入
金
額
及
び
合
計

所
得
金
額
の
合
計
額
が
80
万
円
以
下
の
第
１
号
被

保
険
者
に
つ
い
て
軽
減
措
置
を
図
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
他
の
第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
負
担

能
力
に
応
じ
た
細
や
か
な
保
険
料
の
負
担
が
で
き

る
よ
う
に
、
第
三
期
の
７
段
階
か
ら
第
四
期
は
11

段
階
に
設
定
し
ま
し
た
。

財
産
の
種
類　

土
地（
黒
浜
貝
塚
の
史
跡
地
内
）

所
　
　
　
　
在　

蓮
田
市
大
字
黒
浜
字
丸
田
２
６

０
８
番
１
ほ
か
50
筆

面
　
　
　
　
積　

１
万
３
８
６
４
・
83
㎡

取
得
金
額　

４
億
４
１
６
５
万
３
３
８
９
円

契
約
の
相
手
方　

地
権
者
24
名

　

都
市
計
画
道
路
蓮
田
駅
西
口
通
線
の
部
分
認
定

に
よ
る
１
路
線
、
蓮
田
駅
西
口
再
開
発
事
業
の
県

道
蓮
田
鴻
巣
線
の
付
け
替
え
準
備
に
よ
る
１
路

線
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
に

よ
り
採
納
さ
れ
た
１
路
線
の
合
計
３
路
線
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　

予
算
総
額
は
61
億
６
２
０
３
万
９
０
０
０
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
３
億
５
０

５
７
万
円
の
増
、
率
に
し
て
６
・
０
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
充
て
る
保
険
給
付

費
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
財
政
負
担
と
な

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、
高
額
医
療
費
共
同
事

業
と
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
に
対
す
る
拠
出

金
、
疾
病
予
防
費
や
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
な

ど
で
す
。

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
国
保
税
が
引
き
上

げ
ら
れ
、県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
国
保
税
が
さ

ら
に
高
く
な
り
、経
済
悪
化
の
影
響
も
あ
り
、収
納

率
は
２
～
３
％
低
く
な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
額
は
県
平
均
よ
り
低
額
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
法
は
憲
法
第
25
条
の
理
念
を
受

け
、社
会
保
障
制
度
の
性
格
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

国
は
国
庫
支
出
金
を
増
や
す
こ
と
、
市
は
市
民

負
担
軽
減
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

額
を
増
や
す
こ
と
、
収
入
激
減
に
対
応
す
べ
く
申

請
減
免
の
拡
大
と
周
知
を
す
る
こ
と
を
求
め
、
日

本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
１
８
５
０
万
１
０
０
０
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
７
億
４
０
６
万
２

０
０
０
円
の
減
、率
に
し
て
97・４
％
の
減
と
な
っ

黒
浜
貝
塚
の
公
有
化

議
案
第
22
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

３
路
線
を
認
定

議
案
第
24
号　
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い

て医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に

　
　

充
て
る
保
険
給
付
費
な
ど

議
案
第
26
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

月
遅
れ
の
診
療
分
の
支
払
い
な
ど

議
案
第
27
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　

給
付
金
な
ど

議
案
第
28
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

未
曾
有
の
経
済
危
機
に
対
応
し

減
免
の
拡
大
と
周
知
を

反対討論

市長の行政報告
　今定例会における市長からの行政報告は16件で、
次のとおりです。
１　蓮田市・白岡町の合併協議の進ちょく状況について
２　定額給付金等給付プロジェクトチームの設置につい

て
３　蓮田駅西口再開発ビル２階市民活動施設の活用につ

いて
４　蓮田市公式ホームページのリニューアルについて
５　管理職員等による市税等未納者への一斉臨宅納付勧

奨の実施について
６　山ノ神沼の地元管理組織「敬愛会」の発足について
７　蓮田市黒浜沼周辺環境保全協議会の発足について
８　蓮田市高齢者福祉計画２００９・第四期介護保険事業計

画について
９　地域包括支援センターの統合について
10　平成２１年消防出初式について
１１　平成２０年中の火災概況及び救急、救助の活動状況に

ついて
１２　蓮田市立蓮田中学校特別教室棟増築工事の進ちょく

状況について
１３　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置について
１４　平成２１年成人式について
１５　蓮田市図書館サポーターについて
１６　平成２０年度埼玉県事業の蓮田市における主な事業の

進ちょく状況について

保
険
料
率
の
改
正

議
案
第
20
号　
蓮
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
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経
費
の
徴
収
費
な
ど
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
が
た

つ
中
で
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
滞
納
に
よ
る
保
険
証
の
取
り
上
げ
に
つ
い
て

で
あ
る
。
高
齢
者
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
命
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
は
県
内
22
市
町
で
実
施
し

て
い
る
。
国
の
財
源
手
当
も
あ
り
、
住
民
の
健
康

を
保
持
す
る
立
場
か
ら
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

長
生
き
を
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

差
別
的
医
療
制
度
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
を
求
め
て
、
日
本
共
産
党
は
本
議
案
に
反

対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
27
億
４
２
８
２
万
５
０
０
０
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
１
９
４
５

万
３
０
０
０
円
の
減
、
率
に
し
て
０
・
７
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
伴
う
保
険
給
付
費
、
介
護
予
防
事
業
の

推
進
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
の
た
め
の

地
域
支
援
事
業
費
で
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
の
第
四
期
に

な
る
が
、
大
き
な
問
題
な
の
が
要
介
護
認
定
方
式

の
変
更
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
不
十
分
な
モ
デ
ル
調
査
で
も
、

こ
れ
ま
で
と
介
助
の
必
要
性
は
同
じ
で
あ
っ
て
も

介
護
度
が
軽
く
判
定
さ
れ
る
人
が
２
割
も
出
る
と

見
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が
続
出
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
、
保

険
料
・
利
用
料
の
軽
減
と
介
護
が
必
要
な
人
が
必

要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
制
度
に
改
善
を
求
め
、

本
議
案
に
反
対
す
る
。

　

予
算
総
額
は
、
12
億
８
１
３
５
万
４
０
０
０
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
６
億
５
４

５
７
万
５
０
０
０
円
の
減
、
率
に
し
て
33
・
８
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
前
口
山
ノ
内
線
の
進
ち
ょ
く
に

併
せ
た
雨
水
管
渠
や
汚
水
管
渠
の
整
備
、
処
理
施

設
の
機
能
管
理
や
道
路
舗
装
修
繕
な
ど
で
す
。

　

予
算
総
額
は
６
億
９
６
３
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
、
額
に
し
て
２
億
９
１
１
０
万
１
０

０
０
円
の
増
、
率
に
し
て
71
・
８
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
毎
年
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

市
議
会
の
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ

れ
て
い
て
、
市
役
所
３
階
の
議
会
事
務
局

前
に
設
置
し
て
あ
る
受
付
票
に
、
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
、
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
車
い
す
で
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　

市
議
会
の
議
場
に

は
、
車
い
す
用
の
傍

聴
ス
ペ
ー
ス
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　
■
手
話
通
訳
者
に
つ
い
て

　

議
会
を
傍
聴
す
る
際
に
、
手
話
通
訳
者

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

前
口
山
ノ
内
線
の

　
　

進
ち
ょ
く
に
併
せ
た
整
備

議
案
第
30
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

高
齢
者
の
保
険
証
の

取
り
上
げ
は
命
を
脅
か
す

　　反対討論27号
28号

議
案
第
34
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
予
算

権
利
変
換
計
画
の
認
可
な
ど

　

事
業
進
ち
ょ
く
の
上
で
重
要
な
権
利
変
換
計
画

の
認
可
や
特
定
建
築
者
の
決
定
、
蓮
田
駅
西
口
通

線
や
区
画
街
路
の
公
共
施
設
整
備
、
事
業
区
域
内

の
既
存
建
物
の
除
却
な
ど
で
す
。

　

水
道
庁
舎
新
館
の
耐
震
補
強
及
び
改
良
工
事
、

国
道
122
号
の
老
朽
配
水
管
更
新
事
業
、
浄
水
場
中

央
分
電
盤
の
更
新
や
県
水
配
水
池
の
耐
震
補
強
設

計
、
漏
水
防
止
対
策
事
業
な
ど
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
11
億
６

４
８
５
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
７
１
億
９
２
５
７
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の

定
額
給
付
金
事
業
等
の

　
　
　
　
　
　
　

経
費
を
計
上

議
案
第
37
号　
平
成
20
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金

事
業
の
交
付
金
分
を
計
上
。

　

商
工
費
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業
の
給
付
金
分

を
計
上
。

　

土
木
費
で
は
、
市
道
516
号
線
（
井
沼
）
の
道
路

改
良
工
事
費
を
計
上
。

　

教
育
費
で
は
、
蓮
田
中
学
校
校
舎
外
壁
等
の
改

修
工
事
、
蓮
田
南
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

費
を
計
上
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　
　
　

伴
う
保
険
給
付
費
な
ど

議
案
第
29
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

認
定
方
式
の
変
更
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
か

反対討論

水
道
庁
舎
新
館
の

　
　
　
　

耐
震
補
強
工
事
な
ど

議
案
第
35
号　
平
成
21
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
予
算

△再開発ビルのイメージ
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今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
市
長
答
弁
で

は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に
副
市
長
人
件
費
を
計

上
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
副
市
長
を
任
命
し
な

い
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
が
、
議
会
に
対
し
て
事

前
に
説
明
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
重
大
で
あ
り
ま

す
。

　

副
市
長
を
置
か
な
い
場
合
は
、
条
例
で
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
条
例
を
提
案
し
て
お
り

ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
、

議
会
軽
視
で
あ
る
と
強
く
指
摘
を
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
福
祉
・
教
育
な
ど
市
民
生
活

に
係
る
当
初
予
算
で
あ
る
こ
と
を
深
く
鑑
み
、
市

長
に
対
し
、今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

適
切
な
る
行
政
運
営
を
強
く
求
め
、
決
議
す
る
。

と
は
、
市
民
自
ら
が
判
断
す
べ
き
。

　

②
市
長
同
様
、
議
員
も
先
の
選
挙
で
白
岡
町
と

の
合
併
を
選
挙
公
約
に
入
れ
て
戦
っ
て
は
い
な

い
。
合
併
に
関
し
、
市
民
の
負
託
を
受
け
て
い
な

い
。

　

③
来
年
３
月
の
合
併
を
目
指
し
て
い
る
他
市
町

は
、
ど
の
ま
ち
も
最
低
で
も
住
民
意
向
調
査
を
行

う
。住
民
の
意
向
を
聞
か
な
い
の
は
、蓮
田
だ
け
。

　

将
来
的
に
は
、
大
き
な
枠
組
み
で
合
併

す
る
必
要
性
に
賛
成
で
あ
る
が
、
現
在
進
め
て
い

る
小
規
模
の
合
併
は
費
用
対
効
果
と
市
民
の
声
が

十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
が
抱
え
て

い
る
大
型
主
要
事
業
及
び
懸
案
事
業
は
山
積
・
難

航
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
市
民
の
生
命
財
産
を

守
る
事
業
を
最
優
先
し
、
市
民
本
位
の
市
政
確
立

を
目
指
す
た
め
に
も
、
合
併
の
是
非
に
つ
い
て
は

市
長
や
議
会
だ
け
で
決
め
る
べ
き
で
な
く
、
住
民

投
票
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
至
当
で
あ
り
、
こ
の
請

願
に
賛
成
す
る
。

市
民
本
位
の
市
政
確
立
を
目
指
し

合
併
の
是
非
は
住
民
投
票
で

賛成討論

住
民
投
票
で
決
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

審
査　

総
務
委
員
会
付
託

　

紹
介
議
員
に
対
し
、「
前
回
の
合
併
の
際
に
は

多
く
の
費
用
を
か
け
て
住
民
投
票
を
行
っ
た
が
、

今
回
行
わ
な
く
て
も
十
分
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
っ
て
い
る
。
た
と
え
、
費
用
が
か
か
っ
て
も

住
民
投
票
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
考
え

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
50
年
に
一
度
の
合
併

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

も
や
る
べ
き
と
思
い
ま
す
」と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
こ
の
請
願
の
署
名
は
ど
の
く
ら
い
の
期

間
で
幅
広
く
集
め
た
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
準
備
を
始
め
た
の
が
締
め
切
り
の
２
日
前
で
し

た
の
で
、
と
て
も
苦
労
さ
れ
ま
し
た
」
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
期
間
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
合
併
が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
、
市

長
は
住
民
投
票
は
行
わ
な
い
と
表
明
し
て
い
た
わ

け
で
、
私
た
ち
も
そ
れ
で
よ
い
と
思
っ
た
の
で
何

の
反
応
も
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
も
っ
と
早
く

準
備
し
て
い
た
だ
い
て
、
多
く
の
か
た
の
署
名
が

あ
れ
ば
、
違
っ
た
展
開
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
数
の
問
題
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

【
不
採
択
】

※
こ
の
請
願
は
、
３
月
25
日
の
本
会
議
で
採
決
し

た
と
こ
ろ
、
賛
成
少
数
（
４
名
）
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
３
点
か
ら
、
請
願
に
賛
成
す
る
。

　

①
20
名
の
議
員
だ
け
で
合
併
賛
否
の
判
断
を
す

る
の
で
は
な
く
、
住
民
自
治
、
つ
ま
り
重
大
な
こ

合
併
と
い
う
大
事
な
こ
と
は
、

住
民
自
ら
が
決
め
る

賛成討論

　
「
混
合
型
血
管
奇
形
」
は
、
静
脈
・
動
脈
・
毛

細
血
管
・
リ
ン
パ
管
の
う
ち
複
数
の
血
管
の
先
天

性
形
成
不
全
を
い
い
、
体
か
ら
手
足
に
か
け
て
大

小
の
腫
瘍
や
あ
ざ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
、
血

管
の
形
成
が
不
完
全
な
こ
と
か
ら
、
患
部
全
体
に

広
が
り
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る

病
気
で
あ
る
。
こ
の
病
気
の
患
者
の
実
態
は
、
現

状
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
し
専
門
医
は
国
内
で

も
極
め
て
少
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、国
に
お
か
れ
て
は
、

一
刻
も
早
く
「
混
合
型
血
管
奇
形
」
を
難
病
に
指

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
原
因
の
解
明
や
治

療
方
法
の
研
究
、
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者

が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　

蓮
田
市
末
広
１
丁
目
１
番
17
号

　
　
　

篠
原　

寿
一　

ほ
か
50
名

要
旨

　

当
該
合
併
は
、
市
民
生
活
に
と
り
極
め
て
重
大

な
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
合
併
協
議
が
終
了
し

す
べ
て
の
協
議
事
項
が
整
っ
た
今
、
そ
の
是
非
を

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
１
件
で
、
所

管
の
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

請

願

請
願
第
1
号　
蓮
田
市
・
白
岡
町
合
併
の
是

非
は
住
民
投
票
で
決
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る

意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
を

は
じ
め
関
係
各
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。（
要

意

見

書

議
第
1
号
議
案　
議
案
第
25
号
平
成
21
年
度

蓮
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る

決
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

議
第
2
号
議
案　
「
混
合
型
血
管
奇
形
」
の

難
病
指
定
を
求
め
る
意
見
書

旨
を
掲
載
）



7　　はすだ市議会だより　第69号

⃝３月定例会⃝　　　　　　　　審議案件とその結果
▼ 市長提出議案

議案第 1 号 蓮田市教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第 2 号 蓮田市教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第 3 号 平成20年度蓮田市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第 4 号 平成20年度蓮田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 5 号 平成20年度蓮田市老人保健特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 6 号 平成20年度蓮田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 7 号 平成20年度蓮田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 8 号 平成20年度蓮田市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 9 号 平成20年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 10 号 平成20年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 11 号 平成20年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 12 号 損害賠償の額を定めることについて 原案可決

議案第 13 号 蓮田市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例 原案可決

議案第 14 号 蓮田市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16 号 蓮田市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 17 号 蓮田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 18 号 蓮田市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例 原案可決

議案第 19 号 蓮田市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 20 号 蓮田市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 21 号 蓮田市地域包括支援センター運営等協議会条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 22 号 財産の取得について 原案可決

議案第 23 号 工事委託に関する協定の変更について 原案可決

議案第 24 号 市道の路線の認定について 原案可決

議案第 25 号 平成21年度蓮田市一般会計予算 原案可決

議案第 26 号 平成21年度蓮田市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第 27 号 平成21年度蓮田市老人保健特別会計予算 原案可決

議案第 28 号 平成21年度蓮田市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 29 号 平成21年度蓮田市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 30 号 平成21年度蓮田市下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 31 号 平成21年度蓮田市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決

議案第 32 号 平成21年度蓮田都市計画事業馬込下蓮田土地区画整理事業特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 平成21年度蓮田都市計画事業黒浜土地区画整理事業特別会計予算 原案可決

議案第 34 号 平成21年度蓮田都市計画事業蓮田駅西口第一種市街地再開発事業特別会計予算 原案可決

議案第 35 号 平成21年度蓮田市水道事業会計予算 原案可決

議案第 36 号 平成20年度蓮田市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第 37 号 平成20年度蓮田市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

▼ 議員提出議案
議第1号議案 議案第25号平成21年度蓮田市一般会計予算に対する附帯決議 原案可決

議第2号議案 「混合型血管奇形」の難病指定を求める意見書 原案可決

▼ 請願
請願第 １ 号 蓮田市・白岡町合併の是非は住民投票で決定することを求める請願 不 採 択


